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河

内

寺斗

芳

は
　
じ
　
め
　
に

　
戦
国
期
京
都
に
お
け
る
祇
園
会
に
つ
い
て
最
初
に
歴
史
学
的
な
検
討
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

え
ら
れ
た
の
は
、
林
屋
辰
三
郎
氏
で
あ
る
。
「
神
事
無
之
共
、
山
ホ
コ
渡
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

度
」
と
い
う
『
祇
園
執
行
日
記
臨
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
六
月
七
日
条
に

み
え
る
一
節
を
通
し
て
、
こ
の
時
期
の
山
鉾
巡
行
が
神
事
（
神
輿
渡
御
）
に

対
す
る
「
長
々
の
行
事
」
、
も
し
く
は
「
町
衆
」
の
祭
に
変
貌
を
遂
げ
た
も

の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
こ
と

は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
ろ
う
。
自
然
、
こ
の
研
究
は
、
そ
の
後
も
強
い
影

響
力
を
も
ち
、
京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史
　
3
　
近
世
の
胎
動
』
（
学
芸
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

林
、
一
九
六
八
年
）
に
お
け
る
村
井
康
彦
氏
の
叙
述
を
は
じ
め
と
し
て
、
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
な
史
料
を
発
見
し
紹
介
さ
れ
た
川
嶋
言
為
氏
の
研
究
や
芸
能
史
的
観
点
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
紙
園
会
を
考
察
さ
れ
た
山
路
興
造
氏
の
研
究
、
さ
ら
に
は
新
書
版
で
紙
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

会
通
史
を
書
か
れ
た
脇
田
晴
子
氏
の
近
著
に
至
る
ま
で
色
濃
く
影
を
落
と
す

結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
～
歩
引
い
て
考
え
て
み
る
に
、
戦
国
期
に
お
け
る
祇
園
会
と

は
、
は
た
し
て
林
屋
氏
を
は
じ
め
と
し
た
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
す
べ

て
が
解
明
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
否
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
先
の
上
祇
園
執
行
日
記
』
に
み
え
る
一
節
に

し
て
も
、
こ
の
文
章
が
表
出
す
る
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
も
十
分
な
考
察
が

な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
難
い
し
、
ま
た
、
こ
の
天
文
二
年
を
含
め
て
明
応

九
年
（
一
五
〇
〇
）
の
再
興
以
降
に
お
け
る
逐
年
の
祭
礼
の
状
況
と
い
う
、

最
も
基
礎
的
な
事
実
す
ら
判
然
と
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
状
だ
か
ら

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
戦
国
期
祇
園
会
と
い
う
も
の
は
そ
の
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ

ば
か
り
が
先
行
し
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
実
証
的
に
考
察
が

・
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
現
状
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
国
閉
止
園
会
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ

と
実
態
と
を
少
し
で
も
接
近
さ
せ
る
べ
く
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
ほ
と
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ん
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
最
も
基
礎
的
な
い
く
つ
か
の
事
実
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
第
一
の
屠
的
と
し
、
合
わ
せ
て
そ
の
作
業
の
範

囲
の
な
か
で
指
摘
し
得
る
先
行
研
究
の
問
題
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試

み
よ
う
と
思
う
。

　
①
　
林
屋
辰
三
郎
門
郷
村
制
成
立
期
に
於
け
る
町
衆
文
化
縣
（
『
日
本
史
研
究
』
～

　
　
四
号
、
一
九
五
～
年
、
後
に
同
『
中
世
文
化
の
基
幽
幽
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

　
　
五
三
年
）
、
同
門
祇
園
祭
に
つ
い
て
」
（
民
科
京
都
支
部
歴
史
部
会
編
『
祇
園
祭
』

　
　
東
京
大
学
撫
版
会
、
一
九
五
三
年
）
、
同
魍
町
衆
一
京
都
に
お
け
る
「
市
民
扁

　
　
形
成
史
一
』
（
中
公
新
書
、
一
九
六
四
年
）
。

　
②
　
『
八
坂
神
社
記
録
旗
二
（
増
補
続
史
料
大
成
）
。

　
③
村
井
康
彦
門
神
社
信
仰
の
変
化
」
「
紙
園
祭
と
風
流
踊
」
（
京
都
市
編
『
京
都
の

　
　
歴
史
　
3
　
近
世
の
胎
動
輪
（
学
芸
書
林
、
一
九
六
八
年
）
。

　
⑧
川
鴎
將
生
「
天
文
期
の
町
と
舐
園
会
」
（
『
京
都
市
史
編
さ
ん
通
信
価
六
二
号
、

　
　
一
九
七
四
年
）
、
同
「
町
の
変
質
と
祇
園
山
鉾
の
大
型
化
“
（
同
上
、
｛
六
二
号
、

　
　
一
九
八
二
年
）
、
同
「
戦
国
期
の
紙
園
会
と
そ
の
運
営
」
（
『
原
田
伴
彦
論
集
第

　
　
三
巻
　
都
市
社
会
史
研
究
臨
月
報
三
、
一
九
八
五
年
）
。
以
上
は
、
後
に
同
『
中

　
　
世
京
都
文
化
の
周
縁
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
）
に
て
一
編
の
論
文
と
し

　
　
て
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
林
屋
辰
三
郎
・
州
鴫
多
生
「
舐
園
祭
の
歴
史
」

　
　
（
祇
園
祭
編
纂
委
員
会
・
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
編
糊
舐
園
祭
隔
筑
摩
書
房
、
一
九

　
　
七
六
年
）
も
参
照
。

　
⑤
山
路
興
造
「
祇
園
御
霊
会
の
芸
能
！
馬
長
童
・
久
世
舞
車
・
鵜
鼓
稚
児

　
　
！
し
明
藝
能
史
研
究
』
九
四
号
、
い
九
八
六
年
）
、
同
「
祇
園
乙
子
の
源
流
と
変

　
　
遷
」
（
祇
園
祭
撫
鉾
連
合
会
編
欄
講
座
　
舐
園
難
子
隔
一
九
八
八
年
）
、
同
「
室
町

　
　
幕
府
と
祇
園
祭
」
（
『
國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
紀
要
魅
第
七
四
集
、
一
九
九
七

　
　
年
）
。

⑥
脇
田
賭
子
『
中
世
京
都
と
祇
園
祭
i
疫
神
と
都
市
の
生
活
1
』

　
書
、
一
九
九
九
年
）
。一

　
前
提
と
し
て
の
室
町
期
の
概
況

（
中
公
新

　
本
章
で
は
ま
ず
、
次
章
以
下
で
行
う
作
業
の
理
解
に
備
え
る
べ
く
、
戦
国

期
の
前
提
と
な
る
室
町
期
の
概
況
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。

　
中
世
後
期
、
と
り
わ
け
南
北
朝
・
室
町
期
以
降
の
舐
園
会
が
、
神
輿
渡
御

（
神
幸
・
還
幸
）
と
山
鉾
（
前
髪
・
巡
行
）
の
二
つ
の
部
分
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
神
輿
渡
御
に
関
わ

る
費
用
は
馬
上
役
（
肩
上
料
足
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
馬
上

　
　
　
　
　
　
　
①

役
は
、
瀬
田
勝
哉
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
応
永
初
年
以
降
に
室
町

幕
府
に
よ
っ
て
案
出
さ
れ
た
馬
上
一
堂
・
合
力
神
人
制
、
つ
ま
り
公
方
御
倉

も
勤
め
る
有
力
な
山
徒
の
土
倉
が
馬
上
一
衆
を
形
成
し
、
こ
れ
が
そ
の
配
下

の
酒
屋
・
土
倉
で
あ
る
日
吉
神
人
か
ら
合
力
銭
を
徴
収
す
る
形
で
集
め
ら
れ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
こ
の
馬
上
一
月
に
伝
来
し
た
も
の
と
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
る
『
八
瀬
童
子
三
文
書
』
が
公
表
さ
れ
、
そ
れ
を
分
析
さ
れ
た
下
坂
守
氏

の
研
究
に
よ
っ
て
、
祇
園
会
の
馬
上
役
に
関
わ
っ
て
登
場
す
る
馬
上
一
衆
と

祇
園
社
の
本
社
で
あ
る
臓
吉
社
の
小
五
月
会
に
関
わ
る
そ
れ
と
が
同
一
の
存

在
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
祇
園
会
馬
上
役
は
、
小
五
月
会
馬
上
役
の
｝
部

を
運
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
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よ
っ
て
、
室
町
期
以
降
の
祇
園
会
と
小
五
月
会
が
不
可
分
の
存
在
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
小
五
月
会
を
み
ず
か
ら
の
祭
礼
と
し
て
認
識
し
そ
こ
に
莫
大
な

得
分
を
保
持
し
て
い
た
山
門
延
暦
寺
大
衆
の
動
向
と
も
無
縁
で
は
い
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
見
応
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
馬
上
役
が
下
行
さ
れ
る
神
輿
渡
御
に
は
、
多
数
の
神
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
関
わ
っ
て
い
た
が
、
す
で
に
豊
田
武
氏
が
検
討
を
加
え
ら
れ
た
よ
う
に
、

そ
れ
ら
は
、
綿
本
座
・
綿
新
座
・
堀
川
神
人
・
柑
類
座
、
そ
し
て
摂
津
今
宮

神
人
に
整
理
さ
れ
る
。
綿
本
座
・
綿
新
座
・
堀
川
神
人
・
柑
類
座
は
祇
園
社

神
人
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
同
じ
く
神
輿
渡
御
と
接
点
を
も
ち
な
が
ら
、

こ
れ
ら
と
一
線
を
画
す
る
の
が
、
三
々
の
神
輿
の
ひ
と
つ
、
大
宮
の
駕
与
旗

挙
を
勤
め
た
摂
津
今
宮
追
入
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
今
宮
神
入
は
、
そ
の
名

が
示
す
通
り
、
脅
嚇
社
神
人
で
は
な
く
、
摂
津
国
今
宮
の
神
人
で
あ
る
と
同

時
に
内
蔵
寮
御
厨
子
所
供
御
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
が
な
に
ゆ
え
に
祇
園
会
と
接
点
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
実
は
こ
の

点
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
研
究
で
は
必
ず
し
も
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
い
。
史
料
で
は
、
「
今
宮
駕
与
丁
目
の
名
は
、
『
社
家
記
録
㎏
延
文
二
年

（一

O
五
七
）
六
月
～
四
日
条
に
お
い
て
は
じ
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
た
だ
そ
の
一
方
で
大
宮
恩
讐
丁
で
あ
る
「
蛤
売
扁
が
「
開
発
神
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
語
る
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
五
月
日
付
大
宮
駕
与
一
等
申
状
案
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
、
あ
る
時
点
に
お
い
て
、
「
開
発
神
人
」

で
あ
る
門
蛤
売
」
の
権
益
を
今
宮
神
人
が
取
得
し
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
な
ら
ば
、
大
宮
駕
与
丁
に
な
る
こ
と
に
い
か
な

る
実
益
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
若
干
時
期
は
下
が
る
が
、

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
に
起
こ
っ
た
「
禁
裏
供
御
人
通
日
吉
神
人
粟
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

座
」
と
の
相
論
の
際
に
出
さ
れ
た
室
町
幕
府
政
所
執
事
加
判
下
知
状
案
に
お

い
て
、
今
宮
神
人
の
商
売
が
「
至
舐
園
会
両
日
四
日
外
、
堅
被
停
止
之
詑
」

と
さ
れ
た
こ
と
が
参
考
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
を
裏
返
せ
ば
、
そ
の

ま
ま
今
宮
神
人
の
特
権
を
意
味
す
る
わ
け
で
、
し
た
が
っ
て
、
今
宮
神
人
は
、

舐
園
会
と
の
接
点
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
一
定
の
商
圏
を
時
限
的
に
独

占
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
神
輿
渡
御
に
関
わ
る
諸
神
人
が
以
上
の
よ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

で
は
山
鉾
に
関
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
周

知
の
よ
う
に
、
山
鉾
は
、
鎌
倉
宋
期
か
ら
そ
の
存
在
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
が
、
そ
の
存
在
が
一
気
に
花
開
く
の
は
南
北
朝
・
室
町
期
で
あ
る
。
と
り

わ
け
、
日
吉
神
輿
の
造
替
が
遅
滞
し
た
た
め
に
祇
園
神
輿
も
ま
た
し
ば
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

渡
御
で
き
な
く
な
っ
た
応
安
三
年
（
＝
二
七
〇
）
以
降
に
、
「
京
中
鉾
等
」

　
　
　
　
．
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
下
辺
鉾
等
」
「
紙
園
会
知
育
、
下
辺
経
営
」
「
下
辺
鉾
井
造
物
山
」
「
地
下

　
　
　
　
⑫

用
意
ホ
コ
等
」
と
い
う
よ
う
に
表
出
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
こ
に
み

え
る
「
下
辺
」
が
、
後
の
下
京
と
ど
の
よ
う
に
重
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
詳

び
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
山
鉾
の
実
態
を
示
す
史
料
と
し
て
は
、

100　（702）



戦国期祇園会に関する基礎的考察（河内）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

～
条
話
説
の
筆
に
な
る
『
尺
素
往
来
』
の
「
霊
園
御
霊
会
今
年
殊
結
構
、
山

　
　
シ
ツ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
サ
ヘ
キ
　
　
　
　
　
　
ヲ
ト
リ

崎
之
前
髪
、
大
舎
人
之
鶴
鉾
、
処
々
跳
鉾
、
家
々
笠
車
、
風
流
之
造
由
、

磁
器
、
曲
舞
、
在
地
之
所
役
、
定
叶
於
神
慮
欺
扁
と
い
う
記
事
が
有
名
で
あ

る
。
こ
こ
に
み
え
る
由
崎
と
は
、
油
商
人
と
し
て
も
有
名
な
八
幡
神
入
た
る

大
山
崎
神
入
、
大
舎
人
と
は
後
の
大
舎
人
座
に
繋
が
る
も
の
で
、
北
野
社
の

　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

織
部
司
本
座
神
山
、
な
い
し
は
留
目
神
人
と
考
え
ら
れ
る
。
咽
尺
素
往
来
扇

で
は
、
こ
れ
ら
と
「
処
々
跳
鉾
」
以
下
を
～
赦
し
て
「
在
地
冷
媒
役
」
と
記

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
す
る
と
、
下
辺
に
居
住
し
て
い
た
か
、
も
し
く
は
今

宮
神
人
の
よ
う
に
下
辺
を
商
圏
と
し
て
い
た
者
た
ち
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

『
尺
素
往
来
眠
で
は
、
右
の
記
事
の
あ
と
に
「
晩
頃
」
に
「
白
川
鉾
偏
が
入

洛
し
、
さ
ら
に
は
「
六
地
蔵
之
党
」
も
「
企
印
地
扁
て
、
た
め
に
「
侍
所
之

勢
」
が
「
河
原
辺
」
に
打
出
る
有
様
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
祇
園
会

が
必
ず
し
も
下
辺
の
祭
礼
と
い
え
な
か
っ
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
八
坂
神
社
文
書
価
に
は
、
馬
上
役
の
下
行
に
関
わ
る
一
連

　
　
　
⑮

の
史
料
群
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
獅
子
舞
・

神
楽
・
田
楽
・
王
舞
・
片
羽
屋
神
子
な
ど
と
と
も
に
下
居
神
人
（
綿
本
座
）
、

堀
川
神
人
、
大
宮
駕
輿
丁
（
今
宮
神
人
）
、
犀
箒
神
入
（
柑
類
座
）
に
対
し

て
も
料
足
が
下
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
山
鉾
に
関
わ

る
神
人
な
ど
へ
の
下
行
の
記
事
は
～
切
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り

は
、
神
輿
渡
御
と
山
鉾
と
は
、
藤
本
的
に
経
済
基
盤
を
異
に
す
る
と
い
う
点

に
お
い
て
明
確
な
～
線
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
を
明
確
に
せ
ず
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
そ
の
た
め
、
山
鉾
を
支
え
る
経
済
基
盤
に
つ
い
て
も
近
世
の
状
況
を

遡
及
さ
せ
て
下
京
の
町
々
が
負
担
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な
史
料
は
現
在
確
認
さ
れ
て

は
い
な
い
し
、
そ
れ
は
、
糊
尺
素
往
来
駈
に
「
処
々
」
門
家
々
」
と
は
み
え
て

も
、
「
町
々
」
と
は
み
え
な
い
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な

ら
ば
、
こ
の
時
期
の
山
鉾
の
経
済
基
盤
と
は
、
一
体
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
と

い
え
ば
、
そ
れ
は
、
や
は
り
、
大
山
崎
神
人
や
大
舎
人
な
ど
祇
園
社
・
日
吉

社
に
属
さ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
他
社
神
人
や
「
処
々
」
「
家
々
」
な
ど
と
い
っ

た
、
い
わ
ば
画
～
化
さ
れ
な
い
多
様
な
集
団
に
担
わ
れ
て
い
た
と
す
る
他
は

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
経
済
基
盤
の
違
い
こ

そ
が
、
室
町
期
以
降
の
紙
園
会
を
構
成
す
る
神
輿
渡
御
と
山
鉾
の
基
本
的
な

差
異
で
あ
り
、
こ
の
点
を
押
さ
え
て
い
な
け
れ
ば
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に

神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
山
鉾
の
存
在
が
確
認
で
き

る
と
い
う
よ
う
な
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
①
　
瀬
田
勝
哉
「
中
世
祇
園
会
の
一
考
察
一
馬
上
役
制
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
糊
日

　
　
本
史
研
究
撫
一
一
〇
〇
暑
、
｝
九
七
九
年
、
後
に
同
『
洛
中
洛
外
の
群
像
！
失
わ

　
　
れ
た
中
世
京
都
へ
1
輪
平
凡
社
、
～
九
九
四
年
）
。

　
②
『
叢
書
京
都
の
史
料
4
八
瀬
童
子
会
文
書
』
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
、
二
〇

　
　
〇
〇
年
）
。
な
お
、
「
八
瀬
童
子
会
文
書
」
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
写
真
版
）
も
参
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照
と
し
た
。

③
　
下
坂
守
「
延
暦
寺
大
衆
と
嗣
吉
小
五
月
会
（
そ
の
一
）
i
馬
上
方
一
衆
出
現

　
の
契
機
一
」
「
延
麿
寺
大
衆
と
日
吉
小
五
月
会
（
そ
の
こ
）
一
室
町
幕
府
の

　
対
大
衆
政
策
－
」
（
同
『
申
世
寺
院
社
会
の
研
究
扁
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一

　
年
）
。

④
豊
田
武
「
紙
園
社
を
め
ぐ
る
諸
縁
の
神
人
」
（
『
経
済
史
研
究
隔
第
　
八
巻
六
号
、

　
一
九
三
七
年
、
後
に
『
豊
田
武
著
作
集
第
一
巻
　
座
の
研
究
輪
吉
川
弘
文
館
、
一

　
九
八
二
年
）
。

⑤
『
八
坂
紳
社
記
録
』
一
。

⑥
文
安
二
年
五
月
日
付
大
宮
上
輿
丁
等
申
状
案
（
天
坂
神
社
文
書
臨
＝
七
九

　
号
）
。

⑦
永
禄
七
年
一
二
月
二
七
瞬
付
室
町
幕
府
政
所
執
事
加
判
下
知
状
案
（
京
都
大
学

　
総
合
博
物
館
蔵
「
古
文
書
集
」
）
。

⑧
闘
後
愚
昧
記
齢
（
大
目
本
古
記
録
）
応
安
三
年
六
月
一
四
日
条
。

⑨
同
右
応
安
七
年
六
月
七
日
条
。

⑩
同
右
応
安
七
年
六
月
一
四
日
条
。

⑪
　
同
士
永
和
二
年
六
門
二
七
日
条
。

⑫
『
満
済
准
后
日
記
蝕
（
『
続
群
書
類
従
隔
補
遺
一
）
応
永
…
三
年
六
月
七
日
条
。

⑬
『
群
書
類
従
隔
第
九
輯
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
先
、
貞
治
六
年
（
　
三
六
七
）
成

　
立
と
さ
れ
る
魍
新
札
往
来
輪
（
『
続
群
書
類
従
嚇
第
＝
二
輯
下
）
に
は
、
「
祇
薗
御

　
霊
会
、
今
年
山
済
々
所
々
定
鉾
、
大
舎
人
鶴
鉾
、
在
地
二
神
役
、
尤
協
神
慮
候

　
哉
」
と
み
え
る
。

⑭
．
豊
田
氏
前
掲
論
文
。

⑮
「
吉
田
家
日
次
記
」
（
京
都
大
学
文
学
部
閲
覧
室
架
蔵
）
永
徳
王
年
六
月
皿
九

　
日
条
ほ
か
。

⑯
『
八
坂
神
社
文
書
臨
上
、
第
三
祭
儀
、
一
六
馬
上
料
足
、
三
三
四
～
七
〇
｝

号
。

二
　
明
応
九
年
前
再
興

　
一
般
に
応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
っ
て
京
都
は
焦
土
と
化
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
た
と
え
ば
、
実
際
に
下
辺
が
ど
の
よ
う
な
状
態
と
な
っ
た
の
か
に

つ
い
て
は
実
は
史
料
的
に
お
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
下

　
　
①

坂
守
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
下
辺
は
焦
土
と
な
っ
て
は
い
な
い
可
能
性

も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
だ
、
応
仁
留
年
（
一
四
六
七
）
の
祇
園
会
が

　
　
　
　
②

「
不
及
沙
汰
」
と
な
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
に
は
、

　
　
　
　
　
　
③

祇
園
社
が
「
炎
上
」
、
た
め
に
文
明
二
年
（
～
四
七
〇
）
に
は
「
神
二
五
条

　
　
　
④

辺
二
奉
入
」
あ
り
さ
ま
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
祇
園
会
を
支
え
る
諸

神
人
は
、
こ
の
乱
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
動
向
を
み
せ
て
い
た
の
か
。
こ
の

点
は
、
祇
園
会
馬
上
役
の
本
体
と
い
う
べ
き
小
五
月
霊
鳥
上
役
に
関
わ
っ
て

残
さ
れ
る
、
「
就
今
度
世
上
念
劇
、
彼
薬
入
等
令
散
在
所
々
間
、
依
之
小
五

　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧
§

月
会
干
今
令
延
引
畢
」
な
ど
と
い
う
文
言
か
ら
お
お
よ
そ
判
断
が
で
き
よ
う
。

戦
乱
を
避
け
る
た
め
に
所
々
へ
散
在
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
あ
る
意
味

で
当
然
の
行
動
と
考
え
ら
れ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
散
在
し
た
神
人
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

り
わ
け
日
吉
神
人
た
ち
が
、
「
寄
事
於
｝
乱
、
相
交
他
社
」
、
よ
り
具
体
的
に

　
　
　
　
　
（
乱
）
（
八
幡
）
（
春
日
）
⑦

い
え
ば
、
「
此
ら
ん
中
に
八
わ
た
・
か
す
か
の
神
人
と
申
」
し
て
馬
上
役
を

忌
避
す
る
と
い
う
行
動
に
出
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
「
か
れ
ら
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（
緩
怠
）
　
　
　
　
　
（
離
容
）
　
　
　
　
　
　
（
小
五
月
会
）
　
　
〔
祇
園
会
）

か
く
ハ
ん
だ
い
を
幽
き
よ
よ
う
あ
ら
ハ
、
こ
さ
月
え
・
き
お
ん
の
え
か
な
ら

　
　
（
退
転
）
⑧

す
た
い
て
ん
」
と
い
う
文
善
蒲
が
物
語
る
よ
う
に
、
馬
上
合
力
神
人
た
る
日
吉

神
入
の
滅
少
は
、
そ
の
ま
ま
小
五
月
会
・
祇
園
会
の
退
転
に
直
結
す
る
問
題

で
も
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
影
響
し
て
で
あ
ろ
う
、

舐
園
会
は
三
〇
年
以
上
も
退
転
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
祇
園
会
再
興
の
き
ざ
し
が
現
れ
る
の
は
、
政
変
に
よ
っ
て
細
川
政
元
が
幕

府
を
主
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
明
応
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
明
応
五
年

（一

l
九
六
）
、
幕
府
が
奉
行
人
連
署
奉
書
に
よ
っ
て
神
輿
の
造
立
を
「
左

方
大
政
所
神
主
宮
千
代
」
に
「
祭
礼
再
興
」
を
命
じ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

　
　
　
　
　
⑨

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
う
や
ら
こ
の
年
に
は
、
実
現
で
き
な
か
っ
た

よ
う
で
、
ま
た
翌
明
応
六
年
（
～
四
九
七
）
に
は
、
造
立
の
進
ま
な
い
神
輿

を
「
熊
野
准
神
輿
」
と
い
う
先
例
を
持
ち
娼
し
て
ま
で
祇
園
執
行
に
督
促
し

⑩た
も
の
の
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
再

興
実
現
に
は
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
が
、
た
だ
し
、
こ
の
時
も
一
筋
縄
で
は
ゆ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
、
『
八
坂

神
社
文
書
』
な
ど
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
以
下
、

や
や
詳
し
く
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
祇
園
会
再
興
の
風
聞
を
い
ち
早
く
．
耳
に
し
て
動
き
幽
し
た
の
は
、
実
は
山

門
根
本
中
堂
閉
籠
衆
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
五
月
二
六
日
置
で
祇
園
執
行
に
対

し
て
、
甲
南
五
月
会
以
下
神
事
、
抑
留
之
上
者
、
薬
園
会
他
事
、
可
有
抑
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

者
濁
し
と
い
う
内
容
の
折
紙
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
う
け
て
で
あ
ろ
う
、

一一

ｪ
日
付
で
幕
府
側
も
奉
行
人
の
飯
尾
清
房
が
、
「
日
吉
神
事
就
無
執
行
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

当
会
延
引
之
儀
、
為
先
規
之
段
、
注
進
趣
記
入
聞
食
扁
旨
の
書
状
を
祇
園
執

行
に
出
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
六
月
一
日
に
な
る
と
、
幕
府
は
前
言
を
翻

し
て
「
縦
日
吉
祭
上
等
、
難
有
遅
怠
、
於
当
社
之
儀
者
、
厳
密
加
下
知
、
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

被
爆
神
事
」
旨
の
奉
行
人
連
署
奉
書
を
出
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
は
、
神
人
・
宮
仕
等
「
諸
役
者
」
の
方
が
山
門
大
衆
の
威
を
恐
れ
て

「
下
行
物
足
付
」
に
か
こ
つ
け
て
様
々
に
訴
訟
を
行
っ
た
が
、
幕
府
側
と
し

て
は
、
六
月
六
日
付
の
奉
行
人
連
署
奉
書
で
「
就
業
園
会
下
行
物
足
付
事
、

為
馬
上
然
程
銭
之
内
云
々
、
令
聞
食
詑
、
縦
雛
為
神
事
以
後
、
堅
被
仰
付
酒

屋
土
倉
、
可
被
誓
書
沙
汰
之
上
者
、
於
明
日
七
声
神
事
者
、
各
随
其
役
遂
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

為
三
者
、
尤
以
可
為
神
妙
」
、
つ
ま
り
七
日
の
神
幸
の
下
行
物
に
つ
い
て
は
、

神
事
以
後
に
酒
屋
・
土
倉
に
仰
付
る
こ
と
、
ま
た
～
四
日
の
還
幸
の
下
行
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
つ
い
て
は
、
「
大
舎
人
方
」
に
「
融
解
」
を
付
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
形

で
押
し
切
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
神
事
以
後
に
合
力
銭
を
集
め
る
こ
と

や
本
来
、
馬
上
役
と
は
無
縁
の
他
社
神
人
に
し
て
鶴
鉾
を
調
え
る
大
舎
人
か

ら
の
役
銭
（
神
役
）
徴
収
の
意
向
な
ど
、
み
ず
か
ら
が
案
出
し
た
馬
上
役
・

合
力
神
人
制
を
度
外
視
し
て
ま
で
紙
園
会
再
興
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
幕
府

の
姿
勢
を
こ
こ
か
ら
は
窺
え
よ
う
。
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し
か
し
な
が
ら
、
根
本
中
堂
閉
籠
衆
の
折
紙
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
山
門
大

衆
の
意
向
を
無
視
し
て
ま
で
強
行
に
及
ん
だ
祇
園
会
再
興
が
、
乱
以
前
か
ら

の
幕
府
と
山
門
大
衆
と
の
関
係
に
ひ
び
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
容

易
に
想
像
さ
れ
る
。
実
際
、
内
大
臣
九
条
尚
経
の
臼
記
田
後
慈
眼
院
殿
御

⑯記
』
に
み
え
る
よ
う
に
、
「
無
日
吉
祭
礼
、
然
而
有
祇
苑
御
霊
、
伍
日
吉
之

御
急
怒
之
故
」
と
し
て
こ
の
六
月
の
末
に
、
猿
が
「
五
六
疋
」
な
い
し
は

「
五
六
十
疋
」
「
中
京
辺
」
に
現
れ
、
家
々
に
狼
籍
、
七
月
に
入
る
と
「
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

中
乱
満
」
に
至
っ
た
と
伝
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
に
も
山
門
大

衆
に
よ
る
発
向
な
ど
直
接
的
な
行
動
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
を

境
と
し
て
山
門
大
衆
は
、
後
に
も
み
る
よ
う
に
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
祇
園
会

執
行
の
障
害
と
し
て
立
ち
現
れ
続
け
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
再
興
な
っ
た
祇
園
会
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
神
輿
渡
御
に
つ
い
て
は
、
そ
の
様
子
が
い
ま
ひ
と

つ
つ
か
み
に
く
い
が
、
山
鉾
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
関
白
近
衛
政
家
の

　
　
　
　
　
　
　
⑱

日
記
『
後
法
興
院
記
』
六
月
七
日
条
に
「
山
廿
五
、
鉾
一
」
、
　
～
四
日
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

「
山
十
外
無
鉾
」
と
み
え
、
ま
た
、
『
後
慈
眼
院
殿
御
記
㎏
六
月
七
日
条
で

は
、
「
不
及
前
年
之
風
流
十
分
之
こ
で
あ
っ
た
と
み
え
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
状
況
を
よ
り
具
体
的
に
伝
え
る
の
が
、
軍
慮
の
再
興
に
尽
力
し
た
侍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

所
開
闘
、
松
田
着
帯
が
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
祇
園
会
山
鉾
事
」
と
い
う

記
録
の
「
祇
園
会
山
鉾
次
第
以
閣
定
之
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
再
興
さ
れ
た
山
鉾
の
員
数
・
名
称
な
ど
そ
の
具
体
相
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
同
時
に
、
こ
の
門
祇
園
会
山
鉾
事
」
に
は
、
応
仁
・
文
明

の
乱
以
前
の
山
鉾
の
名
称
な
ど
も
「
紙
園
会
山
ほ
く
の
次
第
」
と
し
て
記
さ

れ
て
お
り
、
中
世
に
お
け
る
山
鉾
の
実
態
を
知
る
た
め
の
基
本
的
な
史
料
と

さ
れ
て
い
る
。
祇
園
祭
に
関
わ
る
様
々
な
文
献
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
山
鉾

の
配
豊
山
な
ど
も
ま
た
、
こ
の
史
料
に
依
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
た

だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
右
山
鉾
発
御
再
興
正
時
至
永
正
四

年
、
不
易
申
沙
汰
也
」
と
い
う
頼
亮
に
よ
る
奥
書
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
成

立
が
少
な
く
と
も
永
正
四
年
（
一
五
〇
九
）
以
降
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

し
か
も
、
「
先
規
之
次
第
、
依
為
古
老
之
宮
相
尋
小
舎
人
新
右
衛
門
男
畢
」

と
も
み
え
る
よ
う
に
記
憶
に
頼
っ
た
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
来

の
研
究
の
す
べ
て
が
そ
の
底
本
を
『
八
坂
神
社
記
録
』
所
収
の
活
字
本
に
お

い
て
い
る
点
も
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術

工
芸
課
が
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
「
八
坂
神
社
文
書
」
へ
八
坂
神
社
所

　
　
　
　
　
　
⑳

蔵
）
を
調
査
し
た
際
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
帳
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
架

蔵
）
と
活
字
本
を
突
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
「
舐
園
会
山
ほ
く
の
次
第
」
の

部
分
に
い
く
つ
か
の
誤
植
や
脱
漏
な
ど
の
異
同
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

門
表
一
】
は
、
そ
の
写
真
帳
の
「
舐
園
会
山
ほ
く
の
次
第
」
の
部
分
を
一
覧

表
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
地
さ
う
ほ
く
扁
「
菊
水
ほ
く
」
「
大
と
の
ゑ
」

な
ど
の
読
み
間
違
い
の
ほ
か
、
コ
、
あ
し
か
り
山
　
　
同
鳥
丸
と
室
町
間
」
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　　　　　　　　　　　　　　　表一 紙園会山ほくの次第

七日 十四日

応仁乱前分 応仁乱前分

長刀ほく 四条東洞院 すて物ほく 二条町と押少路問

かんこくほく 四条鳥丸と室町問 たいしほく 押少路と王条坊門間

かつら男ほく 四条室町と町間 弓矢ほく 姉少路と三条問

かんたかうふきぬ山 四条東洞院と高倉聞 甲ほく 所々のくら役

こきゃこはやし物 四条油小路と西洞院問 八幡山 王条町と六角問

あしかり山 四条いのくま ふたらく山 錦少路町と四条坊門間

まうそ山 錦少路万里小路と高倉問 しんくくわうく舟 四条と綾少路問

いたてん山 同東澗院と高倉間 やうゆう山 三条烏丸と室町間

弁慶衣川山 錦烏丸と東洞院問 す・か山 同烏丸と姉少路間

あしかり由 同烏丸と室町間 鷹つかひ山 三条室町と西洞院間

天神山 同町と室町閣 1⊥i 三条酒洞院と油少路問

こかうのたい松山 同西洞院と町問 ふすま僧山 鷹つかさ猪熊近衛と間

すミよし山 綾少路油少路と西洞院間 なすの与一山 五条坊門猪熊与高辻間

地さうほく 同町と西洞院間 うし若弁慶山 四条坊門鳥丸と室町問

ごはんもち山 五条高倉と高辻間 しやうめう坊山 同町と室町問

花ぬす人山 同東澗塊と高倉問 泉の小二郎山 二条室町と押少路問

うかひ舟田 四条高倉と綾少路問 ゑんの行者山 姉少路室町と三条問

ひむろ山 綾少路万里少路と高辻間 れうもんの瀧山 三条町と六角間

あしかり山 錦少路東洞院 あさいなもん山 綾少路いのくま

はねつるへ山 囲条東洞院と綾少路問 御の六しやく山 四条高倉と綾

まうそ山 錦少路烏丸と四条間 西行山

花見の中将山 綾少路と四条間 しねんこし山

巨．1ふしほく 四条坊門むろ町 てんこ山

菊水ほく 錦少路と四条間 柴かり山

庭とりほく 綾少路室町と四条問 小原木の山

はうかほく 錦少路町と四条問 かさほく 大とのゑ

しんくくわうくうの舟 四条と綾少路問 さきほく 北はたけ

岩戸111 五条坊門町と高辻間 くけつのかい由 高辻いのくま

おかひき山 五条町と高辻間

かまきりLLI 四条西洞院と錦少路間

たるまほく 錦少路油少路

太子ほく 五条坊門油少路と高辻問

（注）ゴシック部分が活字本との異同。
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「
一
、
さ
き
ほ
く
　
北
は
た
け
」
の
ふ
た
つ
の
山
鉾
も
活
字
本
で
は
落
さ
れ

て
お
り
、
と
り
わ
け
、
＝
、
さ
き
ほ
く
　
北
は
た
け
」
に
つ
い
て
は
、
山

　
　
　
⑫

路
興
造
氏
が
『
尺
素
往
来
購
に
み
え
る
「
大
舎
人
夕
鶴
鉾
」
を
大
舎
人
の
鉾

と
北
畠
散
所
の
三
葉
（
鷺
舞
）
が
対
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た

こ
と
と
照
応
す
る
点
で
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
写
真

帳
の
松
田
言
動
の
奥
書
の
奥
に
は
、
門
祖
父
如
此
注
置
之
条
、
相
県
南
、
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
〉

判
形
者
也
」
と
し
て
「
永
禄
三
年
九
月
十
八
日
　
頼
隆
（
花
押
）
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
現
存
史
料
本
体
の
成
立
時
期
が
か
な
り
下
が
る
可
能
性
も
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

①
　
下
坂
守
「
古
都
炎
上
f
応
仁
の
大
乱
一
」
（
佐
藤
和
彦
・
下
坂
乱
吟
欄
図

　
説
京
都
ル
ネ
サ
ン
ス
』
河
出
嘗
新
杜
、
　
一
九
九
四
年
）
。

②
噸
後
法
議
院
記
隔
（
増
補
続
史
料
大
成
）
応
仁
元
年
六
月
七
B
条
。

③
応
仁
元
年
一
二
月
二
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
開
祇
園
社
文
書
嚇

　
早
稲
細
大
学
図
書
館
編
『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
賑
上
巻
、
吉

　
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
。

④
　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
駈
文
明
二
年
六
月
二
六
日
条
。

⑤
応
仁
二
年
六
月
付
山
門
西
塔
院
政
所
下
知
状
案
（
『
八
瀬
童
子
会
文
書
軌
二
六

　
一
号
）
。

⑥
文
明
～
○
年
＝
月
一
六
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
人
奉
書
案
（
醐
八
坂
神
社

　
文
書
扁
二
一
一
三
九
号
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
写
真
帳
「
生
源
寺
文
書
」
）
。

⑦
文
明
一
〇
年
六
月
馬
上
｝
衆
申
状
案
（
『
八
瀬
童
子
会
文
轡
』
二
八
七
号
）
。

⑧
同
右
。

⑨
明
応
五
年
閏
二
月
｝
三
B
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
糊
祇
園
社
記
臨

　
第
一
六
）
。

⑩
明
応
六
年
五
均
【
六
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
同
窟
）
。

⑪
）
　
　
（
…
明
応
九
偏
牛
）
　
甲
血
日
〃
【
…
⊥
ハ
ロ
ロ
付
山
田
賄
門
…
根
本
中
堂
閉
静
龍
衆
折
紙
案
（
噸
八
坂
神
社

　
文
書
匝
三
一
五
号
）
。

⑫
（
明
応
九
年
）
五
月
二
八
殴
付
飯
尾
清
房
書
状
（
同
右
二
△
二
号
）
。

⑬
明
応
九
年
六
月
｛
目
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
噸
舐
園
社
記
隔
第
一

　
六
）
。

⑭
明
応
九
年
六
月
六
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
同
右
）
。

⑮
（
明
応
九
年
）
六
月
一
四
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
『
八
坂
神
社

　
文
書
瞼
二
九
二
号
）
。

⑯
　
剛
図
書
寮
叢
刊
　
九
条
二
二
世
記
三
二
』
。

⑰
門
後
慈
眼
院
殿
御
記
輪
明
応
九
年
六
月
二
七
日
条
、
七
月
二
日
条
ほ
か
。

⑱
増
補
続
史
料
大
成
。

⑲
関
後
法
博
識
記
薩
明
応
九
年
六
月
七
臼
二
四
日
条
。

⑳
『
紙
園
社
記
匝
第
一
五
（
糊
八
坂
神
社
記
録
漸
…
二
）
。

⑳
そ
の
成
果
は
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
都
美
術
工
芸
課
編
糊
八
坂
神
社
文
書
日

　
録
暁
（
一
九
九
〇
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

⑳
山
路
氏
前
掲
論
文
。

三
戦
国
期
の
実
態

　
明
応
九
年
に
ひ
と
ま
ず
再
興
に
漕
ぎ
着
け
た
舐
園
会
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

は
、
そ
れ
以
降
、
た
と
え
ば
、
天
文
二
年
に
至
る
ま
で
の
実
態
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
概
究
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
手
を
つ
け
て
い
な
い
の
で
、
前
章
と
同
様
に
検
討
を
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加
え
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
再
興
な
っ
た
紙
園
会
に
対
し
て
小
五
月
会
の
方
は
と
い
え
ば
、
た

と
え
ば
、
『
八
瀬
童
子
会
文
書
㎏
に
収
め
ら
れ
る
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

閏
八
月
付
左
方
諸
色
掌
中
申
状
案
に
「
依
去
応
仁
一
三
、
酒
屋
以
下
断
絶
之

問
、
四
十
年
以
来
左
方
小
五
月
会
退
転
也
」
と
み
え
る
よ
う
に
退
転
を
続
け

て
い
た
こ
と
が
了
解
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
馬
上
一
衆
・
合
力
神
人
制
も
、

ま
た
馬
上
役
そ
の
も
の
も
同
様
に
退
転
し
て
い
た
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
実

際
、
明
応
九
年
の
翌
年
、
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
に
は
、
「
就
明
日
七
祇

園
会
公
程
銭
事
、
近
年
馬
上
役
不
及
其
沙
汰
之
条
、
於
再
興
間
者
、
相
懸
当

社
敷
地
上
、
可
被
官
其
節
、
次
来
＋
四
山
身
内
少
々
略
之
、
鼻
聾
要
脚
為
其

　
　
　
　
　
　
　
②

足
付
、
可
被
致
下
行
」
、
つ
ま
り
は
馬
上
役
退
転
に
あ
た
り
、
神
幸
の
費
用

は
「
当
社
敷
地
」
に
懸
け
、
還
幸
の
費
用
は
山
鉾
を
略
し
て
そ
の
費
用
に
充

て
る
と
い
う
新
た
な
方
法
を
幕
府
が
講
じ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
前
半
部
の
「
当
社
敷
地
」
と
は
、
祇
園
社
境
内
と
い
っ
た
よ
う
な
所
領

下
地
な
ど
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
馬
上
｝
衆
・
合
力
神
人
制
成
立
以
前
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

け
る
馬
上
役
差
定
の
論
理
と
し
て
瀬
田
勝
哉
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
祭
礼
敷

地
」
、
つ
ま
り
祭
礼
に
関
わ
っ
て
形
成
さ
れ
る
宗
教
的
な
空
間
を
あ
ら
わ
す

文
言
で
あ
る
が
、
瀬
田
氏
に
よ
れ
ば
、
馬
上
役
は
、
本
来
、
「
祭
礼
敷
地
」

に
居
住
す
る
住
人
、
と
り
わ
け
日
吉
旗
人
に
あ
ら
ざ
る
者
こ
そ
差
定
の
舛
象

で
あ
っ
た
の
が
、
馬
上
　
衆
・
合
力
神
人
制
の
成
立
に
よ
っ
て
事
態
は
む
し

ろ
逆
転
す
る
結
果
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

文
言
の
復
活
と
い
う
事
実
は
、
舐
園
会
に
お
い
て
は
馬
上
～
衆
・
合
力
神
人

制
が
事
実
上
、
棚
上
げ
さ
れ
る
と
と
も
に
、
む
し
ろ
そ
れ
を
口
実
に
以
前
の

論
理
に
遡
及
す
る
こ
と
で
多
古
神
人
以
外
に
対
し
て
も
広
く
役
銭
を
求
め
る

方
法
を
幕
府
が
「
於
再
興
間
者
」
、
つ
ま
り
暫
時
的
に
採
用
し
て
い
た
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
後
半
部
の
山
鉾
を
略
し
そ
の
費
用
を
充
当
す
る
と
い
う
の
も
先
に

触
れ
た
大
舎
人
か
ら
の
役
銭
徴
収
な
ど
と
同
傾
向
を
示
す
も
の
と
い
え
る
が
、

た
だ
、
こ
の
時
、
幕
蔚
が
「
先
規
非
無
当
量
之
上
者
」
と
も
述
べ
て
い
る
こ

と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
よ
り
先
、
文
安

四
年
（
一
四
四
七
）
に
門
御
輿
御
修
理
要
脚
」
の
た
め
に
［
三
条
観
音
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

山
・
同
ブ
リ
ウ
ヲ
三
聖
セ
ラ
ル
漏
と
い
う
事
実
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
馬
上
役
が
下
行
さ
れ
ず
、
い
わ
ば
自
立
的
に
存
在
し
て
い
た
山
鉾
は
、

そ
れ
ゆ
え
に
逆
に
神
輿
費
用
の
補
填
に
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
こ

れ
ら
か
ら
読
み
取
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
「
於
再
興
間
者
」
と
い

う
言
葉
を
よ
そ
に
さ
ら
に
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

　
　
祇
園
会
事
、
依
日
吉
祭
礼
令
遅
々
、
既
早
月
迫
之
条
、
山
鉾
等
寝
押
之

　
　
旨
、
回
申
之
間
、
以
彼
失
墜
料
蓋
付
当
社
畢
、
不
可
為
向
後
憲
章
上
者
、

　
　
令
存
知
之
、
可
致
其
沙
汰
此
世
、
所
被
羽
出
戸
状
如
件
、

　
　
　
　
永
正
八
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十
二
月
廿
四
日

（
飯
尾
）

貞
運
（
花
押
）

（
諏
訪
）

長
俊
（
花
押
）

　
　
　
　
舐
園
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
敷
地
々
下
人
中

田
の
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
か
ら
は
、
永
正
八
年
（
一
五
＝
）
に
日
古
祭

礼
が
遅
延
、
つ
い
に
は
そ
の
年
の
年
末
ま
で
混
乱
が
持
ち
越
さ
れ
る
と
い
う

異
常
事
態
が
読
み
取
れ
る
が
、
そ
の
際
、
幕
府
は
「
既
及
月
迫
之
条
、
山
鉾

等
質
調
之
旨
、
歎
申
糊
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
「
失
墜
料
扁
を
「
還

幸
」
費
用
の
不
足
分
と
し
て
「
舐
園
会
敷
地
々
下
人
中
」
に
充
当
さ
せ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
祇
園
会
敷
地
」
が
先
の
「
当

社
敷
地
扁
と
通
底
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
し
た
が
っ
て
「
祭
礼
敷
地
」
の

論
理
が
山
鉾
に
対
し
て
も
拡
大
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
が
、
そ
の
背

景
と
し
て
は
、
年
未
詳
な
が
ら
、
六
月
一
四
日
の
日
付
を
も
つ
松
田
頼
亮
書

　
⑦
事
案
に
「
今
度
被
寄
公
定
銭
候
山
事
、
町
人
要
脚
員
数
国
儀
懇
望
申
上
、
今

朝
懇
望
候
、
可
然
之
様
被
成
御
意
得
鳳
、
つ
ま
り
は
あ
る
時
点
で
「
公
定

銭
」
翻
馬
上
役
の
一
部
を
山
の
軍
営
に
町
人
が
懇
望
す
る
と
い
う
、
先
と
は

逆
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
み
る
と
、
再
興
後
の
舐
園
会
は
、
い
わ
ば
経
済
基
盤
の
面
に
お
い
て
神

輿
渡
御
と
山
鉾
の
闘
で
相
乗
り
状
態
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ

る
が
、
た
だ
し
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
ま
た
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

六
月
六
日
付
奉
行
入
連
署
奉
書
案
に
「
就
紙
園
会
之
儀
、
馬
上
銭
事
、
近
年

退
転
」
と
み
え
る
よ
う
に
馬
上
役
の
方
は
退
転
を
続
け
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
、
そ
の
垂
心
は
お
の
ず
と
山
鉾
の
方
に
移
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
幕
府
自
身
も
、
（
年
未
詳
）
六
月
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

日
付
松
田
頼
亮
書
状
案
に
み
え
る
よ
う
に
「
万
一
神
幸
無
御
座
候
共
、
山
鉾

ハ
可
渡
之
分
候
」
と
の
認
識
を
示
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
再
興
後
の
祇
園
会
全
体
の
経
済
基
盤
と
し
て

も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
山
鉾
を
幕
府
は
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
注
図
さ
れ
る
の
が
、
「
万
一
神
幸
無

御
座
銀
瓶
、
山
鉾
ハ
可
渡
之
分
候
」
の
あ
と
に
続
く
「
不
聖
者
、
平
町
い
た

つ
ら
に
過
分
之
失
墜
不
可
有
曲
候
」
と
い
う
文
章
で
あ
る
。
山
鉾
を
渡
さ
な

い
の
で
あ
れ
ば
過
分
の
失
墜
料
は
避
け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
内
容
が
先
に
み

た
永
正
八
年
の
場
合
と
通
掛
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
の
由
鉾
を
支
え
る
主
体
が
「
諸
町
㎏
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ

ち
幕
府
が
山
鉾
と
「
諸
町
」
を
関
連
づ
け
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
い
え
よ
う
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
の
燈
下
で
は
、
こ
の

「
諸
町
」
を
近
世
の
社
会
集
団
・
共
同
体
と
し
て
の
個
別
町
（
両
側
町
）
と

同
様
に
と
ら
え
、
応
仁
・
文
明
の
乱
漫
の
山
鉾
を
「
町
々
の
行
事
」
、
「
町

衆
扁
の
祭
と
評
価
し
て
き
た
。
確
か
に
、
先
の
「
祇
園
会
掬
鉾
事
」
か
ら
も

読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
＝
、
甲
ほ
く
　
所
々
の
く
ら
役
」
、
コ
、
か
さ
ほ
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く
　
大
と
の
ゑ
偏
、
「
一
、
さ
き
ほ
く
　
北
は
た
け
」
な
ど
諸
神
人
等
に
よ
っ

て
調
え
ら
れ
る
鉾
が
乱
後
に
姿
を
消
し
た
こ
と
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
「
諸
町
扁
を
個
別
町
と
た
だ
ち
に
断
定
す
る
に
は
な
お
慎
重
さ
が

必
要
と
考
え
る
。

　
た
と
え
ば
、
一
九
八
○
年
代
以
降
に
進
展
を
み
せ
た
都
響
史
研
究
の
う
ち
、

町
の
研
究
は
も
っ
と
も
飛
躍
を
み
せ
た
分
野
で
あ
る
が
、
と
く
に
京
都
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
て
は
、
仁
木
宏
氏
に
よ
る
～
連
の
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
解
明
が
大
き

く
進
め
ら
れ
、
近
世
の
町
に
続
く
個
別
町
の
確
立
時
期
が
天
文
期
初
頭
（
一

五
三
〇
年
代
前
半
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
「
祇

園
会
山
鉾
事
偏
の
奥
書
の
直
前
に
明
応
九
年
六
月
～
四
日
分
と
し
て
記
さ
れ

た
一
〇
基
の
山
の
な
か
に
は
、
「
一
、
八
幡
山
　
三
条
町
六
角
間
、
同
六
角

東
　
町
」
「
一
、
観
音
ノ
山
上
六
角
町
、
下
錦
小
路
二
町
分
」
＝
、
す
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

か
山
　
三
条
鳥
丸
押
小
路
間
二
町
」
な
ど
の
よ
う
に
町
と
い
う
文
書
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
そ
の
町
が
街
路
に
区
切
ら
れ
た
「
問
」
を
呼
称

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
二
町
分
」
「
三
町
」
と
い
う
表
記
が
一
般

に
個
別
町
と
は
違
和
感
を
覚
え
る
記
載
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
八
幡
山
の

表
記
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
と
そ
こ
は
竪
少
路
と
横
寺
路
か
ら
な
る
置
型
の

街
区
と
な
る
こ
と
な
ど
の
指
摘
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
街
路
に
区
切
ら
れ
た

「
間
」
を
町
と
呼
ぶ
こ
と
と
い
い
、
鍵
型
の
街
区
と
い
い
、
こ
れ
ら
は
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ろ
、
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
お
け
る
棟
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

銭
や
、
寛
正
六
年
（
～
四
六
五
）
に
お
け
る
地
口
銭
微
収
に
際
し
て
み
ら
れ

　
　
　
　
　
⑭

た
条
坊
制
の
町
と
近
い
表
現
と
み
た
方
が
自
然
で
あ
る
が
、
そ
の
棟
珊
銭
・

地
口
銭
の
場
合
の
町
が
賦
課
の
単
位
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
舐
園

会
に
関
わ
っ
て
み
え
る
町
も
ま
た
同
傾
向
を
示
す
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

た
と
え
ば
、
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
六
月
、
少
将
井
神
輿
が
「
於
三
条
察

町
与
鳥
丸
問
」
に
渡
っ
た
際
に
起
こ
っ
た
喧
嘩
で
矢
を
射
付
け
ら
れ
た
こ
と

に
紺
し
て
「
任
先
例
、
心
墨
町
可
造
替
神
輿
」
き
旨
を
幕
府
が
命
じ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
と
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
一
方
で
、
先
に

み
た
永
正
八
年
付
奉
行
人
奉
書
の
宛
所
に
「
祇
園
会
敷
地
々
下
入
中
」
と
み

え
る
よ
う
に
、
明
応
九
年
の
再
興
か
ら
一
〇
年
余
り
の
時
間
の
な
か
で
「
諸

町
」
が
山
鉾
を
調
え
る
「
処
々
」
「
家
々
」
の
地
縁
的
結
合
の
拠
点
と
な
っ

て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
ら
の
事
実
は
妨
げ
る
も
の
で
は
け

っ
し
て
な
い
。
町
人
と
い
う
文
書
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
な
か
で
定
着
が
進
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
応
仁
・
文
明
の
乱
を
境
に
、
馬
上
役

を
忌
避
す
べ
く
散
在
し
、
ま
た
他
社
神
人
と
な
っ
て
い
っ
た
目
吉
神
人
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
動
向
を
と
る
住
人
に
と
っ
て
も
、
従
前
の
関
係
や
属
性
と

は
異
質
の
論
理
で
結
集
で
き
る
と
い
う
点
に
お
い
て
魅
力
あ
る
選
択
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
の
史
料
に
現
れ
る
山
鉾
と
町
・
町
人
と
の

関
係
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
町
衆
」
の
成
長
な
ど
と
単
純
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◎

表
二
　
戦
国
期
の
紙
園
会

年
　
　
月
　
　
日

備
　
　
考
　
　
記
　
　
事

肛
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
処
頸
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才

働

応
仁
元
年
六
月
七
日

沙
汰
に
及
ば
ず

後
法
興
院
記

明
応
九
年
六
月
七
・
一
四
日

再
興

後
法
興
院
記
・
大
乗
院
寺
社
雑
纂
記
・
大
乗
院
日
記
副
録
・
後
慈
眼
院
殿
御
記
・
忠
富
王
記
・
厳
助
往
年
記

文
亀
元
年
六
月
七
・
一
四
日

細
川
露
量
見
物

後
法
興
院
記
・
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
・
実
隆
公
記
・
和
長
記
・
忠
富
王
記
・
言
国
卿
記

文
亀
二
加
†
山
ハ
月
頃
・
　
一
閲
一
円
H

細
川
政
元
見
物
な
し

後
法
興
院
記
・
実
隆
公
記
・
書
国
卿
記
・
拾
芥
記

文
亀
三
年
六
月
七
・
一
四
日

後
法
興
院
記
・
実
隆
公
記

永
正
元
年
六
月
七
・
一
四
日

二
水
記
・
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
・
後
法
興
院
記
・
忠
寓
王
記
・
宣
胤
卿
記

永
蕉
二
年
六
月
七
・
一
四
日

二
水
記
・
大
乗
院
毒
社
雑
窺
記
・
実
隆
公
記
・
忠
君
王
記
・
拾
芥
記

麟

永
正
儒
学
六
月
七
↓
四
日

実
隆
公
記
・
大
乗
院
寺
社
雑
覇
記
・
後
法
成
寺
関
白
記
・
拾
流
記

永
正
四
年
六
月
七
・
一
四
日

実
隆
公
記
・
後
法
成
寺
関
白
記
・
宣
口
論
野

禽

永
正
五
年
九
月
二
一
日

延
引
、
追
行

後
法
成
寺
関
白
記
・
実
隆
公
記

永
正
六
年
六
月
七
日

実
隆
公
記

永
正
七
年
六
月
七
・
一
四
日

実
隆
公
記

幽

永
正
八
年
六
月
七
臼

延
引
、
日
吉
祭
な
き
に
よ
り

実
隆
公
記
・
後
法
成
寺
関
白
記

幽

永
正
九
年
五
月
一
一
三
日

追
行
（
永
正
八
年
分
）

実
隆
公
記
・
後
法
成
寺
関
白
記

六
月
七
二
四
日

実
隆
公
記
・
拾
芥
記

永
正
｝
○
年
六
月
七
日

後
法
成
寺
関
白
記

永
正
＝
一
年
六
月
七
日

守
光
公
記

幽

七
月
；
丁
二
九
日

上
意
と
し
て
祇
園
会
両
度
こ
れ
あ
り

暦
仁
以
来
年
代
記

麟

永
正
～
三
年
一
〇
月
一
西
日

延
引
、
追
行

後
法
成
寺
関
白
記

麟

永
正
　
四
年
六
月
七
乙
四
日

延
引
、
山
王
祭
な
き
に
よ
り

拾
芥
記
・
宣
胤
流
記

薗

八
月
七
・
一
四
日

追
行

宣
胤
卿
記
・
後
法
成
寺
関
白
記

永
正
｝
五
年
六
月
七
日

宣
胤
卿
記
・
二
水
記

㊧

永
正
一
六
年
六
月
七
・
一
四
日

延
引
、
日
吉
祭
な
き
に
よ
り

宣
胤
夏
鳶
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・
永
正
一
し
て
隔
牛
詣
ハ
月
七
・
　
｝
四
n
口

二
水
記
・
後
法
成
寺
関
白
記
・
難
日
記

幽

大
永
二
年
六
月
七
・
一
四
・
二
七
日

二
七
日
は
足
利
義
晴
見
物
の
た
め

二
水
記
・
経
尋
記

幽

大
永
三
年
～
二
月
一
四
・
二
｝
日

延
引
、
追
行
、
由
王
祭
延
引
に
よ
り

実
縫
公
記
・
後
法
成
寺
関
白
記
・
二
水
記
・
経
旧
記

大
永
四
年
六
月
一
四
日

実
隆
公
記

働

大
永
五
年
六
月
七
日

延
引
、
山
王
祭
延
引
に
よ
り

実
隆
公
記
・
二
水
記

留

閏
一
【
月
一
七
・
二
四
曝

追
行

二
水
記

幽

大
・
永
六
年
六
月
二
二
・
二
九
日

延
引
、
追
行
、
山
王
祭
廿
闘
こ
れ
あ
り

二
水
記

大
永
七
年
六
月
目
・
一
四
日

実
隆
公
記
・
言
継
卿
記
・
二
水
記
・
御
湯
殿
上
日
記

爾

大
永
八
年
六
月
七
・
一
四
日

延
引

二
水
記

魯

八
月
七
・
一
四
日

追
行

工
水
記
・
実
隆
公
記
・
後
法
成
寺
関
白
記

幽

享
禄
二
年
八
月
七
・
一
四
日

延
引
、
追
行

実
隆
公
記
・
御
湯
殿
上
日
記

享
禄
三
年
六
月
七
・
｝
四
日

二
水
記
・
後
法
成
寺
関
自
詑
・
御
湯
殿
上
日
記

幽

享
禄
四
年
六
月
七
日

延
引
、
播
（
摂
力
）
州
合
戦
廃
軍
に
よ
り

実
隆
公
記
・
宣
秀
卿
記

働

六
月
一
四
二
＝
日

追
行

二
水
記
・
実
隆
公
記
・
御
湯
殿
上
日
記

留

享
禄
五
年
六
月
七
日

延
引
、
日
吉
祭
男
な
き
に
よ
り

言
暴
落
記
・
御
湯
殿
上
日
記

幽

天
文
元
年
一
二
月
七
・
一
四
日

追
行

二
水
記
・
実
隆
公
記

幽

天
文
二
年
六
月
七
礒

延
引
、
日
吉
祭
礼
相
延
（
門
訴
）
に
つ
き

実
隆
公
記
・
黒
日
執
行
日
記

働

八
月
か

追
行
か

紙
園
社
記

天
文
一
二
年
轟
ハ
日
〃
七
・
　
一
四
R
【

御
湯
殿
上
目
記

幽

天
文
四
年
　
～
月
二
二
・
二
八
日

延
引
、
追
行

後
奈
良
院
震
記
・
御
湯
殿
上
嗣
記

天
文
五
年
六
月
一
四
B

御
湯
殿
上
日
記

天
文
六
年
六
月
一
四
日

御
湯
殿
上
日
記

爵

天
文
七
年
＝
一
月
二
一
日

延
引
、
追
行

御
湯
殿
上
日
記
・
親
俊
日
記

天
文
八
年
六
月
七
二
四
日

大
館
常
興
日
記
・
親
俊
日
記
・
御
湯
殿
上
日
記

天
文
九
年
六
月
七
日

鹿
苑
日
録

天
文
一
〇
年
六
月
七
・
一
四
B

御
湯
殿
上
日
記
・
鹿
苑
日
録

幽

天
文
＝
年
一
〇
月
一
四
・
二
一
日

延
引
、
追
行

親
俊
日
記
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天
文
＝
｝
年
六
月
～
四
日

多
聞
院
日
記

天
文
一
三
年
六
月
七
日

署
継
卿
記

天
文
｝
四
年
六
月
一
四
日

醤
継
卿
記
・
厳
助
往
年
記
・
御
湯
殿
上
日
記

天
文
一
七
年
六
月
七
・
一
四
日

言
継
卿
記
・
長
享
年
後
畿
内
兵
鼠
記

幽

天
文
一
八
年
一
二
月
臼

延
引
、
追
行

厳
助
往
年
記

天
文
一
九
年
六
月
一
四
日

言
継
卿
記

天
文
二
一
年
六
月
七
・
一
四
日

言
継
卿
記

幽

天
文
ニ
ニ
年
八
月
一
四
目

延
引
、
追
行
、
い
ま
だ
日
吉
祭
行
わ
れ
ざ
る
が
ゆ
え

言
継
書
記
・
続
史
愚
者

爵

天
文
二
三
年
九
月
二
一
日

御
湯
殿
上
日
記

天
文
二
四
年
六
月
一
四
日

御
湯
殿
上
日
記

弘
治
二
年
六
月
一
四
日

御
湯
殿
上
日
記

弘
治
三
年
一
二
月
～
七
臼

延
引
、
追
行

御
湯
殿
上
日
記

麟
鈎

永
禄
一
7
6
年
＝
月
…
二
日

延
引
、
追
行

御
湯
殿
上
日
記

永
禄
二
年
六
月
七
B

御
湯
殿
上
日
記
・
岳
薗
継
卿
記

幽

永
禄
王
年
＝
…
月
｝
七
日

延
引
、
追
行

御
湯
殿
上
B
記

永
禄
四
年
六
月
一
四
日

御
湯
殿
上
目
鑓

永
禄
六
年
六
月
七
・
一
四
日

御
湯
殿
上
日
記
・
雷
継
卿
記

幽

永
禄
八
年
八
月
七
日

延
引
、
追
行

御
湯
殿
上
日
記
・
雷
継
卿
記

幽

・
水
禄
九
年
山
ハ
日
月
一
m
開
・
～
一
一
日

延
引
、
追
行

言
継
卿
記

幽

永
禄
一
〇
年
一
二
月
一
七
日

延
引
、
追
行

言
継
卿
記

・
永
禄
一
一
年
六
月
七
・
一
四
n
口

御
湯
殿
上
日
記
・
言
継
卿
記

永
禄
一
二
年
六
月
七
日

御
湯
殿
上
日
記
・
言
継
卿
記

元
亀
元
年
六
月
七
日

御
湯
殿
上
B
記
・
言
継
卿
記

麟

元
亀
二
年
一
二
月
七
日

延
引
、
山
王
祭
こ
れ
な
し
と
い
え
ど
も
、
日
吉
社
・
山
上
等
な
き
の
問
、
上
意
を
も
っ
て
こ
れ
を
行
う

言
継
卿
記

元
亀
三
年
六
月
七
日

兼
見
卿
記

元
亀
四
年
六
月
七
日

御
湯
殿
上
日
記
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天
正
三
年
六
月
七
曝

兼
兇
卿
記
・
御
湯
殿
上
日
記

天
正
四
年
六
月
七
・
一
四
日

言
継
卿
記
・
言
経
卿
記
・
御
湯
殿
上
白
面

天
正
六
年
六
月
七
・
一
四
日

織
田
信
長
見
物

兼
見
卿
記
・
信
長
公
記

天
正
七
年
六
月
七
日

兼
見
卿
記
・
言
経
卿
記
・
御
湯
殿
上
礒
記

天
正
八
年
六
月
七
日

兼
見
卿
記

天
正
九
年
六
月
七
臼

兼
見
卿
記

幽

天
正
～
○
年
九
月
｝
閣
∴
＝
臼

雷
経
卿
記
・
兼
見
一
州
・
多
聞
院
日
記

天
正
一
一
年
六
月
七
日

兼
見
卿
記

天
正
｝
二
加
干
轟
ハ
日
月
七
・
　
～
四
R
H

兼
見
卿
記

天
正
｝
四
年
六
月
七
・
一
四
B

兼
見
卿
記
・
御
湯
殿
上
日
記

天
正
一
五
年
六
月
七
・
一
四
日

御
湯
殿
上
日
記
・
時
慶
卿
記

天
正
一
六
年
六
月
七
・
一
四
日

一
蕎
経
卿
記
・
御
湯
殿
上
日
記

天
正
一
七
年
六
月
七
・
一
四
日

御
湯
殿
上
日
記

天
正
一
八
年
六
月
七
・
一
四
日

晴
豊
記
・
兼
見
卿
記
・
御
湯
殿
上
日
記

天
正
｝
九
年
六
月
七
日

兼
見
卿
記
・
時
慶
卿
記

天
正
二
〇
年
六
月
七
日

言
経
卿
記

文
禄
四
年
六
月
　
睡
日

言
経
卿
記
・
御
湯
殿
上
日
記

文
禄
五
年
六
月
七
・
一
四
日

豊
畿
秀
頼
見
物

義
演
准
后
日
記
・
言
麗
麗
記
・
舜
旧
記

慶
長
二
年
六
月
月
七
・
一
四
日

舜
旧
記
・
言
経
卿
記

慶
長
三
年
六
月
七
・
【
四
日

舜
旧
記
・
言
経
卿
記
・
義
演
准
后
日
記

慶
長
四
年
六
月
七
・
｝
四
日

御
湯
殿
上
日
記
・
義
演
准
盾
日
記

慶
長
五
年
六
月
七
・
一
四
日

義
演
准
后
日
記
・
舜
旧
記

慶
長
六
年
六
月
七
・
一
四
臼

義
演
准
后
日
記
・
御
湯
殿
上
日
記
・
舜
旧
記

慶
長
七
年
六
月
七
・
一
四
日

義
演
准
后
日
記
・
言
経
卿
記
・
蘇
旧
記
・
時
慶
下
記

（
注
）
・
年
月
日
は
古
記
録
で
確
認
で
き
た
範
囲
の
み
を
記
し
た
。

　
　
・
纏
は
、
延
引
な
ど
で
式
日
が
変
更
さ
れ
た
り
、
山
鉾
だ
け
が
渡
る
な
ど
混
乱
を
き
た
し
た
年
。
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に
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
山
鉾
を
め
ぐ
っ
て
の
幕

府
と
住
人
の
動
向
の
一
致
聖
上
に
表
出
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
馬
上
役
を
担
う
馬
上
一

衆
・
合
力
神
人
制
の
形
骸
化
を
加
速
さ
せ
る
結
果
と
も
な
っ
た
。
山
門
大
衆

が
不
満
や
焦
燥
を
み
せ
た
の
も
、
実
に
こ
の
点
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
と
こ
ろ
が
、
幕
府
は
、
山
門
大
衆
と
の
決
裂
も
避
け
よ
う
と
し
た
た
め

で
あ
ろ
う
、
馬
上
役
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
放
棄
す
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た

　
　
　
⑯

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
事
態
を
さ
ら
に
複
雑
に
し
て
ゆ
く
こ
と
と

な
っ
た
。

　
【
表
二
】
は
、
古
記
録
を
中
心
に
管
見
の
限
り
で
確
認
し
得
た
戦
国
期
祇

園
会
に
関
す
る
逐
年
の
一
覧
で
あ
る
が
、
こ
の
表
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

永
正
期
以
降
が
延
引
や
式
日
の
変
更
な
ど
、
戦
国
期
祇
園
会
に
と
っ
て
い
か

に
混
乱
し
た
時
代
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
事
由
の
ほ
と

ん
ど
が
「
山
王
祭
」
「
日
吉
祭
扁
の
延
引
な
ど
、
つ
ま
り
は
山
門
大
衆
の
意

向
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
先
に
も

触
れ
た
よ
う
に
小
五
月
会
は
退
転
を
続
け
て
い
た
が
、
山
門
大
衆
は
、
再
興

困
難
と
み
ら
れ
た
小
五
月
会
の
い
わ
ば
代
用
と
し
て
「
山
王
祭
」
「
日
吉

祭
」
を
盾
に
み
ず
か
ら
の
意
向
を
幕
府
や
三
園
社
に
対
し
て
主
張
し
続
け
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
日
吉
祭
礼
の
遅
延
に
よ
っ
て
三
門
に
及

ん
だ
た
め
山
鉾
が
調
わ
な
か
っ
た
永
正
八
年
の
分
は
、
結
局
、
「
去
年
分
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
し
て
翌
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
五
月
二
三
日
に
「
山
鉾
渡
之
」
さ
れ
て

お
り
、
し
た
が
っ
て
永
正
九
年
は
、
一
年
に
二
度
も
祇
園
会
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
天
文
元
年
（
一
五
三
一
～
）
に
至
っ
て
は
、
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

一一

獅
ﾉ
執
行
さ
れ
た
た
め
、
「
神
幸
時
分
雪
降
」
あ
り
さ
ま
に
蓋
っ
て
い
た

こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
は
戦
国
期
祇
園
会
の
歴
史
に
お
い
て
画
期

と
さ
れ
て
き
た
天
文
期
と
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
な
に

よ
り
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

①
永
正
六
年
閏
八
月
付
左
方
諸
色
掌
中
申
状
案
（
二
八
瀬
童
子
会
文
書
ご
死
一

　
暑
）
。

②
文
亀
元
年
六
月
六
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
『
舐
園
社
記
一
続
録

　
第
一
〈
『
八
坂
神
社
記
録
臨
四
〉
）
。

③
瀬
田
氏
前
掲
論
文
。

④
文
安
囚
年
五
月
付
祇
園
執
行
顕
彰
料
足
請
取
翻
案
（
噸
紙
幣
社
記
』
第
＝
一
）
、

　
『
文
安
三
年
社
中
方
記
』
（
同
上
第
一
三
）
。

⑥
永
正
八
年
＝
一
月
二
四
目
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（
『
八
坂
神
社
文

　
書
臨
二
九
低
調
）
。

⑥
（
永
正
九
年
）
正
月
～
六
日
付
宮
仕
数
箇
等
申
状
案
（
同
右
二
八
○
号
）
。

⑦
（
年
未
詳
）
六
月
～
四
日
付
松
田
頼
亮
書
状
案
（
噸
祇
園
社
記
臨
第
一
六
）
。

⑧
永
正
四
年
六
月
六
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
同
右
）
。

⑨
（
明
応
九
年
）
六
月
一
四
日
付
松
田
頼
亮
書
状
案
（
『
楽
園
社
記
暁
雑
纂
第
一

　
〈
『
八
坂
神
社
記
録
』
四
〉
）
。

⑩
　
仁
木
宏
「
戦
国
・
織
細
政
権
期
京
都
に
お
け
る
権
力
と
町
共
同
体
－
法
の
遵

　
行
と
自
律
性
を
め
ぐ
っ
て
一
戸
（
開
日
本
史
研
究
隔
三
一
二
号
、
　
九
八
八
年
）
、

　
同
「
中
近
世
移
行
期
の
梅
壷
と
都
市
民
衆
　
　
京
都
に
お
け
る
都
市
社
会
の
構
造
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変
容
一
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
三
｝
号
、
【
九
九
〇
年
）
、
同
『
空
間
・
公
・

　
共
同
体
－
中
世
都
市
か
ら
近
世
都
市
へ
1
臨
（
青
木
書
店
、
～
九
九
七
年
）
。

⑪
『
斎
藤
基
恒
日
記
臨
（
増
補
続
史
料
大
成
）
文
安
元
年
閏
六
月
条
。

⑬
『
斎
藤
親
基
日
記
暁
（
増
補
続
史
料
大
成
）
寛
正
六
年
＝
胃
七
日
条
。

⑭
馬
田
綾
子
門
洛
中
の
土
地
支
配
と
地
鳳
銭
」
（
『
史
林
』
第
六
〇
五
四
号
、
一
九

　
七
七
年
）
、
同
「
中
世
都
市
と
諸
闘
争
扁
（
豊
揆
　
3
　
｝
揆
の
構
造
睡
東
京
大

　
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
、
同
「
「
町
衆
」
論
の
検
討
i
概
念
の
拡
散
を
め
ぐ

　
っ
て
i
」
（
『
記
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
葱
｝
七
四
号
、
一
九
八
四
年
）
。

⑮
　
永
正
五
年
三
月
二
三
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（
『
八
坂
神
社
文
書
』

　
二
七
四
号
）
。

⑯
　
永
正
九
年
五
月
二
九
日
付
室
町
幕
府
奉
行
入
連
署
奉
書
案
（
噸
祇
園
社
雪
転
第

　
一
六
）
。

⑰
　
門
実
隆
公
記
撫
永
正
九
年
五
月
二
三
二
条
。

⑱
同
右
天
文
元
年
＝
胃
一
陽
日
条
。

四
　
画
期
と
し
て
の
天
文
期

　
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
に
起
立
し
た
、
い
わ
ゆ
る
法
華
一
揆
の
主
力

が
、
細
川
縫
製
の
軍
勢
と
と
も
に
証
如
の
立
て
寵
も
る
大
坂
本
願
寺
を
攻
撃

す
べ
く
遠
征
を
続
け
て
い
た
天
文
二
年
（
一
五
鷲
一
三
）
五
月
、
近
江
に
避
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
幕
府
は
、
紙
園
執
行
に
対
し
て
奉
行
人
連
署
奉
書

で
も
っ
て
「
祇
園
会
事
、
錐
無
田
吉
祭
礼
、
任
明
応
九
年
井
永
正
三
年
御
成

敗
置
潮
、
来
六
月
式
日
可
燃
執
行
」
と
の
命
令
を
下
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
山
門
大
衆
が
、
式
日
の
前
日
、
六
月
六
日
に
「
山
門

三
塔
ノ
執
行
代
」
と
し
て
「
神
事
シ
候
鳥
・
、
此
方
ヲ
明
日
発
向
シ
候
ハ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

由
」
の
書
状
を
祇
園
執
行
の
も
と
へ
送
付
し
た
た
め
、
結
局
、
幕
府
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
角
定
理
）

「
明
日
植
園
会
事
、
先
可
被
延
引
之
由
、
為
山
門
申
入
之
段
、
佐
々
木
弾
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

少
弼
被
申
上
之
曲
面
問
、
如
斯
菖
蒲
下
襲
」
と
い
う
内
容
の
飯
尾
男
連
書
状

を
発
し
、
山
門
大
衆
の
意
向
と
と
も
に
近
江
守
護
六
角
定
頼
に
配
慮
す
る
形

で
や
む
な
く
延
引
の
命
令
を
下
す
．
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
祇
園
執
行
自

身
は
、
山
門
大
衆
に
よ
る
発
向
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
、

そ
の
日
記
に
「
先
本
望
ノ
儀
」
と
安
堵
の
思
い
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
へ

や
っ
て
き
た
の
が
、
「
神
事
無
之
共
、
山
ホ
コ
渡
シ
度
ノ
事
ヂ
ャ
ケ
ニ
候
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
行
事
）
　
　
　
　
（
触
）

と
い
う
「
下
京
ノ
六
十
六
町
ノ
ク
ワ
チ
キ
ヤ
チ
共
、
フ
レ
ロ
、
雑
色
ナ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
よ
る
申
し
出
で
あ
っ
た
。
林
屋
辰
三
郎
氏
に
よ
っ
て
祇
園
会
の
歴
史
を
画

す
る
も
の
と
し
て
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
た
こ
の
申
し
出
が
、
法
華
～
揆
や

細
川
晴
元
、
さ
ら
に
は
幕
府
・
山
門
大
衆
・
六
角
定
頼
な
ど
、
き
わ
め
て
複

雑
に
か
ら
み
あ
っ
た
政
治
情
勢
に
翻
弄
さ
れ
る
な
か
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
同
月
二
〇
日
前
後
に
晴
一
7
6
側
と

本
願
寺
と
間
に
和
陸
が
成
立
す
る
や
、
幕
府
は
に
わ
か
に
舐
園
会
の
追
行
を

決
定
し
、
由
鉾
を
調
え
る
こ
と
を
命
じ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
祇
園
会
七
日
山
鉾
事
、
重
可
調
之
儀
迷
惑
之
通
、
下
京
町
人
食
言
上
之

　
　
時
、
可
相
談
社
家
之
段
被
製
出
詑
、
而
無
思
屈
者
、
不
可
身
長
条
、
可

　
　
相
調
之
旨
被
仰
付
彼
地
下
人
之
条
令
存
知
、
可
被
遂
神
事
無
為
節
製
陶
、
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被
蓋
節
候
也
、
伍
執
達
丁
霊
、

　
　
　
　
天
文
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
尾
）

　
　
　
　
　
八
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
連
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
秀
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
　
当
社
執
行
御
房

右
に
み
え
る
よ
う
に
、
翫
賞
の
幕
府
の
命
に
対
し
て
は
、
「
下
京
町
人
等
」

は
「
由
好
事
、
重
．
霜
気
三
儀
迷
惑
」
と
書
上
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
下
京
町

入
信
」
が
先
の
「
下
京
ノ
六
十
六
町
ノ
ク
ワ
チ
キ
ヤ
チ
共
、
フ
レ
ロ
、
雑
魯

ナ
ト
」
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
ク
ワ
チ

キ
ヤ
チ
偏
が
月
行
事
の
初
見
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
社
会
集
団
・
共
同
体
と
し
て
の

個
別
町
の
成
立
と
、
そ
れ
が
山
鉾
と
明
確
に
接
点
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
幕
府
は
、
彼
ら
を
「
彼
地
下
人
」
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
は
「
下
京
地
下
人
中
」
と
も
呼
ん
で
お
り
、
こ
れ
が
永

正
八
年
の
状
況
を
踏
ま
え
た
文
書
の
使
用
法
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
「
祇
園
会
敷
地
扁
が
「
下
京
」
と
い
う
惣
町

名
に
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
山
鉾
を
調
え
る
集
団
が
よ
り
強
く
地
縁
的
結

合
に
傾
い
て
い
っ
た
様
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
繰
り
返
す
よ
う
に
、

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
な

し
に
、
戦
国
期
祇
園
会
が
権
力
に
抵
抗
す
る
「
町
々
の
行
事
」
、
「
町
衆
」
の

祭
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
評
価
が
下
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ

ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
焦
属
は
、
む
し
ろ
山
門
大
衆
と
の
関
係
で
あ

り
、
門
下
京
ノ
六
十
六
町
ノ
ク
ワ
チ
キ
ヤ
チ
共
、
フ
レ
ロ
、
雑
色
ナ
ト
」
に

よ
る
門
神
事
無
漏
共
、
山
ホ
コ
渡
シ
度
ノ
事
ヂ
ャ
ケ
ニ
候
」
と
い
う
書
葉
は
、

そ
の
山
門
大
衆
の
意
向
に
抗
し
て
山
鉾
を
み
ず
か
ら
の
祭
礼
と
明
確
に
意
識

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
町
と
い
う
枠
組
み
を
み
ず
か

ら
の
地
縁
的
結
合
の
拠
点
と
し
て
よ
り
強
く
引
き
つ
け
て
い
た
と
い
う
こ
と

を
表
明
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　
結
局
、
法
華
一
揆
の
方
は
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
、
山
門
大
衆
・
六

角
勢
と
の
全
面
対
決
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
天
文
法
華
の
乱
に
よ
っ
て
壊
滅
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
う
結
果
に
至
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
「
下
京
大
略
焼
了
」
「
下
京
一
宇
を

　
　
　
　
　
　
⑧

不
残
、
上
被
放
火
」
な
ど
と
諸
記
録
が
記
す
よ
う
に
下
京
の
焼
亡
と
い
う
学

問
的
な
リ
セ
ッ
ト
も
招
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
機
に
、

紙
園
会
に
関
わ
る
新
た
な
動
き
が
史
料
の
上
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

そ
れ
が
、
川
嶋
下
生
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
、
次
の
「
披
露
事
記
録
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

所
収
さ
れ
る
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
の
事
例
（
前
者
）
と
「
賦
政
所
方
」

に
所
収
さ
れ
る
天
文
～
八
年
（
一
五
四
九
）
の
事
例
（
後
者
）
で
あ
る
。

　
　
一
、
布
下
披
露
　
二
条
室
町
本
覚
寺
鳶
、
人
面
四
条
東
洞
院
町
人
申
、
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頼
康
）

　
　
　
祇
三
会
寄
椿
事
、
去
年
令
書
上
之
、
落
居
処
、
松
田
豊
前
守
去
今
町
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場
銭
催
促
之
段
、
迷
惑
趣
申
之
、
彼
一
町
、
吉
村
彦
左
衛
門
尉
為
右

京
兆
恩
補
恣
令
進
退
之
条
、
諸
人
不
相
構
私
宅
云
々
、
因
輩
家
数
少

之
問
、
町
人
歎
申
候
上
者
、
以
去
年
被
仰
懸
之
旨
、
開
悶
両
人
、
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
街
力
）

御
使
罷
新
京
兆
、
可
被
退
吉
村
一
町
違
乱
之
段
、
可
申
慰
霊
蓋
、
至

両
町
催
促
者
不
可
測
之
由
、
可
被
豊
凶
、
各
論
此
、

～
、
四
条
綾
少
路
町
人
等
申
状
　
　
天
文
十
八
　
四
　
　
八

右
子
細
者
、
当
町
東
は
し
南
頬
正
西
宮
申
玉
盃
之
、
彼
者
死
去
仕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

跡
を
む
す
め
相
拘
申
、
彼
家
之
余
地
お
鳥
町
町
竹
山
次
郎
三
郎
与
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧

詩
評
沽
却
仕
候
、
雷
語
道
断
曲
事
候
、
其
子
細
者
、
家
之
敷
地
計
者

銭
買
二
不
成
申
候
、
以
余
地
商
買
仕
候
、
惣
別
下
京
者
あ
き
地
こ
も

祇
園
会
致
出
銭
候
処
、
他
町
へ
地
を
進
退
仕
二
時
者
、
家
計
之
商
買

不
成
葉
蘭
に
よ
っ
て
、
雨
垂
会
下
支
令
言
上
、
以
前
雑
色
前
々
も
被

相
触
停
止
之
一
息
、
殊
更
此
家
之
余
地
ヲ
可
亮
之
由
、
前
々
沙
汰
候

つ
る
間
、
使
者
ヲ
立
、
曲
事
旨
書
画
之
処
、
左
様
長
丘
曽
以
無
之
由

返
事
仕
な
か
ら
、
如
此
面
所
行
前
代
来
聞
候
、
所
詮
、
限
一
町
余
地

　
へ
地
を
不
可
商
買
之
旨
、
被
成
下
御
下
知
者
、
可
添
馬
面
候
、
恣
裏

以
下
之
地
ヲ
余
所
へ
進
退
壮
者
、
其
町
之
紙
面
会
山
之
儀
者
退
転
之

条
、
申
上
評
議
、
傍
書
上
如
件
、

　
　
　
天
文
十
八
年
四
月
　
日

と
も
に
絵
入
が
幕
府
法
廷
へ
提
出
し
た
申
状
か
ら
知
ら
れ
る
事
例
で
、
断
片

的
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
判
然
と
し
な
い
部
分
も
少
な
く
な
い
が
、
ま
ず

前
者
か
ら
は
、
「
二
条
室
町
」
と
「
四
条
東
洞
院
町
」
に
関
連
が
あ
る
「
祇

薗
詳
審
町
」
に
「
吉
村
彦
左
衛
門
尉
」
な
る
者
が
違
乱
を
働
き
、
そ
の
た
め

に
「
諸
人
不
相
構
私
宅
」
、
「
家
数
少
」
く
な
っ
て
い
た
様
子
が
語
ら
れ
て
い

る
。
違
乱
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

だ
け
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
祇
薗
会
寄
町
扁
の
存
在
を
確
認
で
き
る
点
が

注
目
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
に
み
え
る
「
紙
薗
会
寄
町
」
が
ど
の
よ
う

に
附
属
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
近
世
の
寄
町
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の

か
に
つ
い
て
も
残
念
な
が
ら
史
料
上
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
後

者
は
、
「
四
条
綾
少
路
町
漏
に
居
住
す
る
「
正
西
」
（
正
清
）
な
る
者
が
「
彼

家
之
余
地
」
を
「
鳥
丸
町
」
の
「
竹
山
次
郎
三
郎
」
へ
売
却
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
当
町
人
等
が
「
惣
別
下
京
者
あ
き
地
こ
も
舐
園
景
致
出
銭
」
す
た
め
、

「
嫁
御
雑
色
前
々
被
盛
期
停
止
」
さ
れ
て
お
り
、
「
恣
意
以
下
之
地
ヲ
余
所

へ
進
退
擦
者
、
其
町
之
舐
園
会
山
之
儀
者
退
転
」
す
る
と
し
て
売
買
の
無
効

を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
定
離
を
調
え
る
単
位
が
個
別
町
で
あ
る
こ
と
を
町

人
み
ず
か
ら
が
明
言
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
た
め
に
土
地
を
基
準
と

し
た
「
出
銭
」
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。

　
両
事
例
に
お
い
て
共
通
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
紙

園
会
に
個
別
町
や
町
人
が
明
確
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
点
で
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あ
る
。
と
り
わ
け
、
後
者
に
お
い
て
み
え
る
山
鉾
を
調
え
る
の
に
個
別
町
が

銭
を
負
担
し
、
そ
の
基
準
が
個
別
町
の
土
地
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
事
実

な
ど
は
前
代
と
一
線
を
画
す
る
も
の
と
評
価
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
の

「
出
銭
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残

念
な
が
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
直
接
的
な
回
答
を
与
え
て
く
れ
る
史
料
は
今
の

と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
が
、
た
だ
そ
の
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
『
蜷

　
　
　
⑫

川
家
文
書
撫
に
残
さ
れ
る
、
小
舎
入
・
雑
色
衆
の
名
前
と
家
間
数
が
事
細
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
書
き
上
げ
ら
れ
た
注
文
の
存
在
で
あ
る
。
年
月
日
朱
詳
の
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
こ
に
連
な
る
地
名
の
す
べ
て
が
下
京
で
あ
る
と
と
も
に
「
四
条
長
刀

ほ
こ
町
」
「
か
さ
ほ
こ
の
丁
」
と
い
う
山
鉾
名
を
冠
し
た
町
名
の
初
見
が
み

ら
れ
る
な
ど
、
本
注
文
が
「
出
銭
」
の
対
象
か
ら
雑
色
・
小
舎
入
を
免
除
す

る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
近

世
、
山
鉾
町
及
び
そ
れ
を
補
助
す
る
寄
町
で
徴
収
さ
れ
た
財
が
「
地
ノ
ロ

米
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
山
鉾
経
営
お
よ
び
四
座
雑
色
の
扶
持
と
な
っ
た
と

　
　
　
⑭

い
う
事
実
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
「
出
銭
」
と
は
実
態
と
し
て
地
口
銭
と
同

じ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
林
屋
辰
三
郎
氏
は
そ
の
論
考
の

中
で
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
の
年
紀
を
も
つ
四
条
坊
門
の
祇
園
会
地
口
銭

に
関
わ
る
史
鞠
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
・
こ
の
史
料
の
存
在
な
ど
が
以
上
の

理
解
を
補
強
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
小
五
月
会
・
祇
園
会
と
と
も
に
院
政

期
に
馬
上
役
制
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
稲
荷
祭
の
祭
礼
役
に
つ
い
て
考
察
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

え
ら
れ
た
馬
田
綾
子
氏
に
よ
れ
ば
、
稲
荷
祭
で
は
、
鎌
倉
末
期
、
神
人
の
減

少
に
よ
り
編
上
役
を
廃
し
、
か
わ
っ
て
「
町
別
」
に
祭
礼
地
口
銭
が
徴
収
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
祇
園
会
の
場
合
は
こ
の
時
期
に
な

っ
て
よ
う
や
く
類
似
し
た
シ
ス
テ
ム
が
史
料
の
上
に
表
出
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
そ
の
際
、
大
き
な
違
い
と
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
舐
園
会
の
場
合
の
町
が
個
別
町
と
し
て
成
熟
を
深
め
る
と
同
時
に
山

鉾
を
支
え
る
主
体
と
し
て
よ
り
自
律
的
な
運
動
を
は
じ
め
て
い
た
と
い
う
点

で
あ
る
。
実
際
、
天
文
一
四
年
（
一
五
四
五
）
に
は
、
「
三
条
町
山
警
固

衆
」
が
喧
嘩
を
起
こ
し
、
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
小
舎
人
・
雑
色
が
討
ち
死

に
し
た
た
め
に
、
開
閾
松
田
頼
康
が
三
〇
〇
人
を
率
い
て
発
向
、
当
町
を
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

き
払
う
と
い
う
事
件
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
祭
礼
の
熱
気
に

よ
っ
て
町
の
共
同
性
も
と
も
に
高
ぶ
っ
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
が
、
そ

れ
は
同
時
に
町
と
い
う
枠
組
み
を
み
ず
か
ら
の
地
縁
的
結
合
に
引
き
つ
け
た

町
人
の
姿
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
「
出
銭
」
の
徴
収
方
法

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
に
掲
げ
た
史
料
に
「
以
御
雑
色
前
々
も
被
相
触
停

止
」
と
い
う
文
醤
が
み
ら
れ
る
こ
と
や
ま
た
「
地
ノ
ロ
米
」
の
あ
り
方
か
ら

幕
府
が
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
を

確
定
で
き
る
材
料
に
め
ぐ
ま
れ
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
稿
で
は
、
以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
天
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戦国期紙園会に関する基礎的考察（河内）

文
期
に
戦
国
期
祇
園
会
に
お
け
る
画
期
を
読
み
取
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
山
門
大
衆
と
の
関
係
も
解
消
で
き
た
の
か
と
い

う
と
、
事
実
は
必
ず
し
も
そ
う
簡
単
に
は
ゆ
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
【
表

二
】
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
以
降
に
お
い
て
も
な
お
祇
園
会

の
式
日
は
迷
走
を
続
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
式
日
が
安

定
を
み
せ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
元
亀
二
年
半
一
五
七
一
）
九
月
、
織
田
信

長
に
よ
っ
て
山
門
が
焼
き
討
ち
さ
れ
て
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
言
継

卿
記
匝
元
亀
二
年
～
二
月
七
日
置
に
よ
れ
ば
、

社
・
山
上
等
無
之
問
、
以
上
意
行
之
扁
と
み
え
、

に
も
せ
よ
物
理
的
に
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

み
せ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

「
山
王
祭
錐
無
之
、
日
吉

山
門
や
日
吉
社
が
一
時
的

よ
う
や
く
式
日
は
安
定
を

①
天
文
二
年
五
月
二
二
日
付
室
町
幕
府
奉
行
入
連
署
奉
書
案
（
魍
祇
園
社
記
』
第

　
　
六
）
。

②
欄
舐
園
執
行
日
記
㎞
天
文
二
年
六
月
六
日
条
。

③
天
文
二
年
六
月
六
日
付
飯
尾
発
連
書
状
案
（
蝿
紙
園
与
島
臨
第
＝
ハ
）
。

④
『
舐
園
執
行
日
記
』
天
文
二
年
六
月
七
日
条
。

⑤
天
文
二
年
八
月
九
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
㎎
紙
園
社
記
』
第
一

　
六
）
。

⑥
天
文
二
年
八
月
九
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
『
八
坂
神
社
文
書
魅

　
三
〇
一
号
）
。

⑦
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
五
年
七
月
二
七
日
条
。

⑧
『
座
中
天
文
記
触
（
藝
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
二
巻

　
田
楽
・
猿
楽
』
三
～
書
房
、
一
九
七
四
年
）
。

⑨
川
鴎
氏
前
掲
論
文
。

⑩
桑
山
浩
然
校
訂
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
臨
上
巻
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八

　
○
年
）
。

⑪
同
割
、
下
巻
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
。

⑫
大
日
本
古
文
書
。

⑬
（
年
未
詳
）
小
舎
入
雑
色
家
間
数
注
文
（
『
蜷
川
家
文
書
之
二
㎞
四
〇
七
号
）
。

⑭
　
『
雑
色
要
録
』
（
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
　
第
二
五
巻
　
部
落
（
二
）
輪
一
三

　
登
房
、
一
九
八
○
年
）
。

⑮
林
屋
氏
前
掲
「
郷
村
制
成
立
期
に
於
け
る
町
衆
文
化
」
。

⑯
馬
田
綾
子
「
稲
荷
祭
三
役
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
梅
花
女
子
大
学
開
学
十
五
周
年
記

　
念
論
集
魅
　
一
九
八
○
年
）
。

⑰
『
言
継
卿
記
㎞
（
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本
）
天
文
一
四
年
六
月
一
四
日
～
一
七

　
日
条
、
　
噌
厳
助
体
脚
年
記
』
（
『
改
定
史
籍
集
覧
暁
第
二
五
冊
）
天
文
一
四
年
六
月
一

　
四
日
一
｝
七
目
条
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
山
門
焼
き
討
ち
後
、
つ
ま
り
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
式
日

の
安
定
し
た
祇
園
会
が
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
た
の
か
、
実
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
隅
八
坂
神
社
文
書
暁
に
お
い
て
は
史
料

が
不
足
し
て
お
り
、
い
ま
ひ
と
つ
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
天
正
一
九
年

（
～
五
九
一
）
以
降
、
四
座
雑
色
が
置
か
れ
る
慶
長
六
年
（
一
六
〇
皿
）
の

問
に
近
世
の
寄
町
が
制
度
化
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
注
意
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
山
鉾
を
支
え
る
主
体
を
統
一
権
力
が
個
別
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

や
寄
町
と
認
知
し
て
い
る
一
方
で
、
富
井
康
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
寄

町
組
織
と
個
別
町
の
集
合
体
で
あ
る
町
組
と
は
重
な
る
部
分
に
乏
し
い
と
い

う
こ
と
、
つ
ま
り
は
そ
の
編
成
原
理
が
基
本
的
に
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
実
は
、
こ
れ
と
類
似
し
た
点
と
し
て
は
、
近
世
中
期
に
蓋

る
ま
で
山
鉾
町
に
お
い
て
町
財
政
で
あ
る
町
入
用
と
山
鉾
経
営
と
が
接
点
を

　
　
　
　
　
②

も
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
岡
じ
よ
う
な
点
は
、

戦
国
期
祇
園
会
の
雰
國
気
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
③

狂
言
「
圓
罪
人
」
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
闊
罪
人
」
は
、
「
祇
園
の
会
の

頭
」
に
当
た
っ
た
主
人
と
そ
の
従
者
を
中
心
と
し
た
物
語
で
あ
る
が
、
「
山

の
御
相
談
」
の
た
め
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
寄
合
」
の
様
を
通
し
て
町
の
祭

礼
と
し
て
の
祇
園
会
の
特
色
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

冷
静
に
考
え
る
と
、
「
舐
園
の
会
の
頭
扁
が
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
当

て
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
「
寄
合
」
に
参
加
で
き
る
人
々
の
実
態
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
基
本
的
な
事
実
す
ら
明
確
で
な
い
の
で
あ
る
。

史
料
が
不
足
し
て
い
る
の
で
明
言
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
　
「
祇

園
の
会
の
頭
」
と
は
、
個
鯛
町
の
月
行
事
や
年
寄
な
ど
と
は
別
個
の
論
理
で

決
定
さ
れ
た
も
の
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
先
に
み
た
「
出

銭
」
が
「
寄
合
」
へ
の
参
加
資
格
に
は
単
純
に
繋
が
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
あ
た
か
も
一
体
化
し

た
か
の
よ
う
に
み
え
た
山
鉾
と
個
別
町
と
の
間
に
も
な
お
微
妙
な
ズ
レ
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
逆
に
山
鉾

と
町
の
あ
り
方
を
、
今
ま
で
の
よ
う
に
室
町
期
か
ら
一
体
の
も
の
と
し
て
見

て
き
た
姿
勢
に
修
正
を
迫
る
も
の
と
い
え
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
多
義
性
に

こ
そ
、
山
鉾
と
町
が
辿
っ
て
き
た
複
雑
な
軌
跡
を
読
み
取
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
最
も
基
礎
的
な
事
実
の
検
討
を
申
心
に
、
そ
の
範
囲
の
な
か
で
先
行

研
究
の
問
題
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
て
き
た
。
先
行
研
究
の
問
題

点
に
つ
い
て
は
、
史
料
の
制
約
も
あ
っ
て
、
指
摘
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
、
戦
国
期
紙
鳶
会
の
実
態
を
解
明
す
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
町
や
町
人
と
の
関
連
性
だ
け
に
注
視
す
る
の

で
は
な
く
、
合
わ
せ
て
幕
府
や
山
門
大
衆
と
の
関
係
姓
も
視
野
に
入
れ
、
そ

の
歴
史
的
展
開
の
な
か
で
考
察
を
す
す
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
だ

け
は
言
及
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
点
を
よ
り
実
証
的
に
論
証
し
て
ゆ

く
こ
と
は
、
史
料
の
制
約
な
ど
さ
ら
な
る
嗣
難
が
予
想
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
ひ
と
つ
づ
つ
確
実
に
検
証
を
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
が
肝
要
と
な
ろ
う
。

後
考
を
期
し
た
い
と
思
う
。

　
①
富
井
康
夫
「
祇
園
祭
の
経
済
基
盤
」
（
同
志
社
大
再
入
文
科
学
研
究
所
編
『
京

　
　
都
社
会
史
研
究
㎞
法
律
文
化
社
、
一
九
七
一
年
）
、
秋
山
國
三
・
富
井
康
夫
「
祭
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り
を
支
え
た
人
々
」
（
前
掲
咽
舐
園
祭
駈
筑
摩
書
房
）
。

②
　
註
①
参
照
。

　
③
笹
野
堅
校
訂
『
大
蔵
虎
寛
本
能
狂
言
隔
中
（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
三
年
）
。

（
附
詑
）
　
史
料
閲
覧
に
際
し
て
ご
配
慮
頂
い
た
関
係
諸
機
関
に
記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。

ま
た
、
本
稿
の
も
と
と
な
る
報
告
を
前
近
代
都
市
論
研
究
会
を
は
じ
め
と
し
た
諸
研
究

会
で
行
い
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
筆
者
も
そ
の
作
業
に
参
画
さ
せ
て

頂
い
た
、
新
出
の
八
坂
神
社
文
書
を
収
め
る
『
新
修
　
八
坂
神
社
文
書
』
（
臨
川
書

店
）
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
も
付
し
て
お
き
た
い
と
二
心
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
芸
術
学
部
講
師
　
大
滝

戦国期舐園会に関する基礎的考察（河内）
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is　increasingly　malring　it　clear　that　medieval　legal　documen£s　recording　such　dona－

tions　had　not　only　legal　effect　but　also　a　sacral　element　and　that　there　was　a　cer－

tain　simiarity　and　continuity　between　the　legal　documents　and　medieva｝　chronicles．

　　This　study　demonstrates，　from　such　a　point　of　view，　that　the　historical　writings

of　Affligem　also　had　the　function　of　preserving　llturgical　memory　of　the　dead　who

had　participated　in　the　early　history　of　the　monastery．　We　may　find　here　one　of

the　reasons　why　fandatio（nes），　that　is，　foundation　chronicles，　were　written　in

Affligem　and　other　medieval　monasteries．

AStudy　of　the　Gion－e舐園会during　the　Sengoku　Period

　　　　　　　　by

KAwAucHI　Masayoshi

　　The　Gion－e，　usually　known　as　the　Gion－matsuri，　of　the　Sengoku　Period戦国時

代in　Kyoto　tends　to　be　thought　of　as　a　festival　against　authority．　This　paper

argues　how　the　characteristic　of　the　Gion－e　chaRged　in　relation　to　the　Muromaehi

ShogUnate室町幕府and　the　Sanmon　Enryakuji山門延暦寺and　especiaUy　focuses

on　yamahoko山鉾．　y伽盈。如a￥e恥a毛s（dashi山車）that　were　and　stl11　are　pul－

Ied　or　shoulderecl　during　Gion－matsuri．　ln　this　paper　the　foliowing　points　are　clar一

澁ed．

The　groups　of　inhabitants　who　bore　the　yamaholeo　gradually　£ransformed　the

essence　of　the　ch6町，　a　local　community，　within　the　context　of　the　changes　in　the

relationships　with　the　Shogunate　and　Sanmon　daisyu山門大衆，　i．e．，　the　mass　of

priests　from　Enryakuji，　after　Ounin　and　Bunmei　Wars応仁・文明の乱．What

accelerated　the　change　was　Rot　the　existence　of　authority，　but　was　rather　the　re－

lation　with　Sanmon　daisyu，　although　the　Sanmon　daisyu　sometimes　delayed　the

start　of　the　Gion－e．　In　addition，　the　Tenbun　Hokke　War天文法華の乱，　a　total

confrontation　between　Sanmon　daisyu　and　armed　adherents　of　Hokke　Sect法華

宗，and　the　relationship　with　the　Shogunate　gave　birth　to　an　alternative　system

supporting　the　yamaholeo．
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